
様式３

都市再生整備計画　モニタリングシート

駿府ふれあい地区（第3期）

平成31年２月
静岡市



様式３　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 240ha

交付期間 2,539.0 国費率 0.5

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当初

変更

単位 基準年度 目標年度 計測年度

あり ●

なし

あり ●

なし

あり ●

なし

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

歴史・文化などの地域資
源が活かされていると思う
市民の割合

％ 32.2 H27

58.4

H30

66.8 H32 28.0 H30％

50.9

指標３ 歩行者通行量 人 H32 6,519 H29

新たに追加し
た事業

【高質空間形成施設】（一）高松日出線賑わい空間創出事業

-

27.0

各事業が事業中若しくは、事業着手直後と
いう状況であるため、目に見えた効果が発
現していない。
このような状況のなか、指標の数値は従前
値よりも減少している。その要因の一つに
は、各事業の事業成果イメージ等が市民に
広く伝わっていないことが考えられる。
今後、各施設が平成32年度迄に完成するた
め、平成33年度以降には「地域資源を活か
されていると思う市民の割合」も高くなると考
えられる。

－

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

今後の対応方針

引き続き歴史文化施設整備をはじめとす
る歴史・文化などを活かす事業を推進す
るとともに、事業完成イメージを市民と共
有する取組みを図る。

事業進捗の状況（順調か、遅れているか）

順調に進捗している

－

－

総合所見
目標

達成見込み
指　標

影響なし
賑わいの空間形成を目指す高質空間形成施設の整備を行うた
め。（平成29年1月に計画変更して追加）

-

モニタリング

各事業が事業、若しくは事業着手直後という
状況であるため、目に見えた効果が発現し
ていない。しかし中心市街地内で官民が継
続して行ってきた事業やイベントにより、「に
ぎわいや魅力が増した」と感じる市民が確実
に増加してきている。このことから今後、歴史
文化施設や道路交通環境整備完了後には
更に「にぎわい・魅力」が増すものと考えられ
る。

中心市街地のにぎわいや魅力が増すよ
う、引き続き高質空間施設整備事業や歴
史文化施設整備をはじめとする各事業の
推進を図る。

交付期間
の変更

指標２

事業名

駿府ふれあい地区（第3期）

平成28年度～平成32年度 事後評価実施予定時期

静岡県 市町村名 静岡市 地区名

平成32年度 モニタリング実施時期 平成30年8月 交付対象事業費

【高質空間形成施設】呉服町通線（紺屋町地区）整備事業
【高質空間形成施設】追手町音羽町線等賑わい空間創出事業
【高次都市施設】　　　静岡市歴史文化施設（ビジターセンター）
【中心拠点誘導施設】静岡市歴史文化施設（教育文化施設）

－

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

－

事業名

－

－ －

－－

削除/追加の理由

－

H32

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施済み、実施
中、実施予定の

事業

当初計画
から

削除した
事業

さらに本地区の求心性を高めるために、
引き続き高質空間施設整備事業や歴史
文化施設整備をはじめとする各事業の推
進を図る。

平成28年度～平成32年度

H27
中心市街地はにぎわいや
魅力が増したと感じる市民
の割合

指標1

各事業が事業中若しくは、事業着手直後と
いう状況であるため、目に見えた効果が発
現していない。
このような状況のなか、数値目標は達成して
いないものの、従前値よりも数値は増加して
いることから、本地区における求心性は増加
しているものと考えられる。

6,445 H26 7,123



単位 基準年度 目標年度 計測年度

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

●

●

●

●

順調 ●

要改善

 ５）実施過程の評価

各事業を進めるうえで、市民の意見を組み込むためのワークショップを開催したことで、市民の街づくりに関しての参加意識の向上が図られた。
アンケート調査により、まちづくりに向けた意見や要望が多く出され、回答された市民の中で改めてまちづくりへの関心が高まった。

持続的なまちづくり
体制の構築

各事業の進捗状況を把握

（高質空間形成施設）
追手町音羽町線等にぎわい空間創出事業
【追手町音羽町線にぎわい空間創出検討調査】

事業の進捗状況に合わせて、今後の事業内容を再整理し、必要に応
じて計画内容を変更する。

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

従前値 目標値

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載し、実施できた

－ － － －－

モニタリング
今後の対応方針指　標

目標
達成見込み

－

総合所見
　6）モニタリングの
　　所見

今後の事業の
改善点

モニタリング時には、ほとんどの事業が完了していないが、事
業が確実に進んでいることや、各事業の完了に伴い「賑わい
と潤いあふれる歴史文化都市」が形成されていくことが期待さ
れることから、「順調」と判断する。

その他の
数値指標

－

モニタリング時点では実施していない

（高質空間形成施設）
呉服町通線（紺屋町地区）整備事業
【①地元ワークショップの開催、②地元代表者会議】

（高質空間形成施設）
追手町音羽町線等にぎわい空間創出事業
【①追手町音羽町線空間活用検討協議会（第1回～第6回）】
【②追手町音羽町線空間活用意見交換会】

各指標の目標値の達成状況を把握

整備後の施設・空間の活用に向けた取り組みを実施する。
「歴史文化のまちづくり」や「中心市街地の魅力・にぎわい創出」に向けた取り組みについて積
極的に情報発信を行う。

モニタリング

－

都市再生整備計画に記載し、実施できた

総合所見

実施内容

事業完了後の事後評価時に、各指標が目標値を上回るよう、各事業
の推進を図る。
また、場合によっては指標の目標値の見直しや、その他指標の設定
を検討する。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

実施状況 今後の対応方針等

（高質空間形成施設）
（一）高松日出線にぎわい空間創出事業

住民参加
プロセス

平成30年度工事にて整備するモニュメントの配置位置、内容について
も同様に協議会を実施し検討する予定。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に登載し、道路上に民設店舗を設置する予定都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

モニタリング時点では実施していない

（高次都市施設）
静岡市歴史文化施設（ビジターセンター）
（中心拠点誘導施設）
静岡市歴史文化施設（教育文化施設）
【①”歴史文化施設を核としたまちづくりワークショップ及びパネルディスカッショ
ン
②青葉小学校舎メモリアルイベント「うまれ変わりの文化祭」
③静岡発近代日本のはじまり
④おかえりなさい東海道図屏風】

都市再生整備計画に記載し、実施できた

①、②予定なし
③、④2021年度の開館まで毎年テーマを決めて展示を実施していく予
定

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

モニタリング時点では実施していない

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

モニタリング時点では実施していない

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

①今後、必要に応じてワークショップを実施する。
②必要に応じて、再度意見を聞いていく。

①協議会の意見を踏まえて、当事業の検討を進める。
②詳細設計内容及び整備後の現地運営体制等について、都市再生
を進めていく。

モニタリング時点では実施していない



（１）成果の評価
　　添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

　　添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（完成状況）

　　添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

　　添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）により計測される効果発現の計測

　　添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

（２）実施過程の評価
　　添付様式３－①　モニタリングの実施状況

　　添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

　　添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

（３）効果発現要因の整理
　　添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

　　添付様式４－②　効果発現要因の整理

（４）モニタリングの所見
　　添付様式５－①　まちの課題の変化

　　添付様式５－②　総合所見・今後の事業の改善点

（６）モニタリング原案の公表
　　添付様式６　　モニタリング原案の公表

（７）有識者からの意見聴取
　　添付様式７　　有識者からの意見聴取

都市再生整備計画　モニタリングシート
（添付書類）



添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

あり なし

●

●

●

●

変更理由

－

－

－

－ －

（１） 成果の評価

変更

Ａ．まちづくりの目標

Ｂ．目標を定量化する指標

変更前

－Ｃ．目標値

Ｄ．その他（　　　　　　　　　　　　　）

変更後

－

－－

－

－

－



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 未着手 事業中 完成

道路

公園

古都保存・緑
地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利
用システム

地域生活基盤
施設

875 875 変更なし ● 平成31年度完了見込み

197 461
平成30年1月に計画変更して、城
内1号線を整備箇所に追加

● 平成32年度完了見込み

－ 380

賑わいの空間形成を目指す高質
空間形成施設の整備を行うため。
（平成29年1月に計画変更して追
加）

● 平成31年度完了見込み

高次都市施設 1,262 1,262 変更なし ● 平成32年度完了見込み

中心拠点誘導
施設

2,100 2,100 変更なし ● 平成32年度完了見込み

生活拠点誘導
施設

既存建造物活
用事業

土地区画整理
事業

市街地再開発
事業

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

高質空間形成
施設

（一）高松日出線にぎわい空間創出
事業

静岡市歴史文化施設（ビジターセン
ター）

－

延床面積
1,181㎡

道路空間の高質化

延床面積
1,181㎡

静岡市歴史文化施設（教育文化施
設）

－

－

追手町音羽町線等にぎわい空間創
出事業

道路空間の高質化

呉服町通線（紺屋町地区）整備事業

事業内容

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、

数値目標等への影響
今後の事業見込み

モニタリング時の状況

施設床面積
3,578㎡

道路空間の高質化

施設床面積
3,578㎡

基幹事業

当初計画

事業内容事業箇所名
事業

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

モニタリング時

中心市街地の賑わい等に関連するが、指
標及び数値目標には影響なし

－

中心市街地の賑わい等に関連するが、指
標及び数値目標には影響なし

道路空間の高質化 道路空間の高質化



事業費 事業費 未着手 事業中 完成

住宅街区整備
事業

バリアフリー環
境整備事業

優良建築物等
整備事業

住宅市街地総
合整備事業

街なみ環境整
備事業

住宅地区改良
整備事業

都心共同住宅
供給事業

公営住宅等整
備

都市再生住宅
等整備

防災街区整備
事業

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

事業費 事業費 未着手 事業中 完成

今後の事業見込み
事業箇所名 事業内容 事業内容

モニタリング時 当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、

数値目標等への影響

モニタリング時の状況

細項目

提案事業

事業

基幹事業

事業

当初計画

モニタリング時の状況当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、

数値目標等への影響

モニタリング時

事業内容 事業内容

当初計画

今後の事業見込み



当初計画
モニタリ
ング時

当初計画

10 10 H30～H32

1,000 1,000 H27～H30

107 107 H28～H29

10 10 H28

－ 50 －

－ 110 －

－ 378 －

1,542 1,542 H27～H30

528 528 H27～H29

事業中　平成32年度完了予定

駿府城公園再整備事業

（参考）関連事業

事業
細項目

事業効果測定調査

H28～H30

事業中　平成30年度完了予定

事業中　平成30年度完了予定

平成28年度事業完了

事業中　平成30年度完了予定

都心まちづくり推進事業

駿府城公園内 H27～H30

H28

H29～H30

事業中　平成32年度完了予定

事業期間

モニタリング時

H30～H32

進捗状況及び所見

H30～H32

事業費

静岡都心地区魅力空間創出事業

駿府ふれあい地区

（市）七間町通線舗装構成のあり方検討事業

駿府城公園周辺魅力向上事業

（市）七間町通線

駿府城公園周辺地区

駿府ふれあい地区

事業箇所名

旧青葉小学校解体事業 旧青葉小学校 H30 事業中　平成30年度完了予定

市街地再開発事業 静岡呉服町第二地区

H27～H29

H27～H30 事業中　平成30年度完了予定

平成29年度事業完了静岡七間町地区優良建築物等整備事業 静岡七間町地区

備考



添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

（ア） （イ） （ウ） （エ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

実施
年度

あり なし

指標１
歴史・文化などの地域資
源が活かされていると思う
市民の割合

％

アンケート結果による市民の満
足度調査
（18歳以上の市民、1,800人を無
作為抽出したアンケート調査結
果より、「大変そう思う」「そう思
う」の全数に占める割合）

32.2 H27 50.9 H32 27.0 H30 ●

指標２
中心市街地はにぎわいや
魅力が増したと感じる市
民の割合

％

アンケート結果による市民の満
足度調査
（18歳以上の市民、1,800人を無
作為抽出したアンケート調査結
果より、「感じる」「どちらかといえ
ば感じる」の全数に占める割合）

58.4 H27 66.8 H32 28.0 H30 ●

指標３ 歩行者通行量 人

中心市街地主要地点（58地点）
における、日曜日10時～17時の
歩行者通行量の平均値。（静岡
地域中心商店街通行量・お買い
物調査から引用）

6,445 H26 7,123 H32 6,519 H29 ●

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

（ア） （イ） （ウ） （エ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

実施
年度

その他の
数値指標１

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

指　標

本指標を取り
上げる理由

（参考）※１

計画以前の値

　各事業を進めるうえで、市民の意見を組み込むためのワークショップを開催したことで、市民のまちづくりに関しての参加意識の向上が図られた。
　アンケート調査により、まちづくりに向けた意見や要望が多く出され、回答された市民の中で改めてまちづくりへの関心が高まった。

従前値 目標値 モニタリング

総合所見指　標

データの計測手法と
モニタリング値の求め方
（時期、場所、実施主体、

対象、具体手法等）

今後の方針

データの計測手法と
モニタリング値の求め方
（時期、場所、実施主体、

対象、具体手法等）

（参考）※１

計画以前の値 従前値 目標値 モニタリング
現段階での
目標達成
見込み 総合所見 今後の方針

各事業が事業中若しくは、事業着手直後とい
う状況であるため、目に見えた効果が発現し
ていない。
このような状況のなか、指標の数値は従前値
よりも減少している。その要因の一つには、各
事業の事業成果イメージ等が市民に広く伝
わっていないことが考えられる。
今後、各施設が平成32年度迄に完成するた
め、平成33年度以降には「地域資源を活かさ
れていると思う市民の割合」も高くなると考え
られる。

引き続き歴史文化施設
整備をはじめとする歴
史・文化などを活かす事
業を推進するとともに、
事業完成イメージを市
民と共有する取組みを
図る。

各事業が事業、若しくは事業着手直後という
状況であるため、目に見えた効果が発現して
いない。しかし中心市街地内で官民が継続し
て行ってきた事業やイベントにより、「にぎわ
いや魅力が増した」と感じる市民が確実に増
加してきている。このことから今後、歴史文化
施設や道路交通環境整備完了後には更に
「にぎわい・魅力」が増すものと考えられる。

中心市街地のにぎわい
や魅力が増すよう、引き
続き高質空間施設整備
事業や歴史文化施設整
備をはじめとする各事
業の推進を図る。

各事業が事業中若しくは、事業着手直後とい
う状況であるため、目に見えた効果が発現し
ていない。
このような状況のなか、数値目標は達成して
いないものの、従前値よりも数値は増加して
いることから、本地区における求心性は増加
しているものと考えられる。

さらに本地区の求心性
を高めるために、引き続
き高質空間施設整備事
業や歴史文化施設整備
をはじめとする各事業
の推進を図る。



（２） 実施過程の評価

・本様式は、都市再生整備計画への記載の有無に関わらず、実施した事実がある場合には必ず記載すること。

添付様式３－①　モニタリングの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の方針等

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

モニタリングの調査結果を参考に、各指標
が目標値を上回るよう、各事業の推進を図
り、計画期間最終年度（平成３２年度）に実
施を予定している事後評価にて指標の達成
状況を確認する。

実施状況 実施頻度・実施時期・実施結果

指標の達成状況の計測と庁内組織による
検討

【実施時期】平成30年度
【実施結果】
・都市再生整備計画事業の進捗状況の把握
・住民アンケートの実施（678通回収）
・歩行者通行量に関する統計資料の整理
・上記調査資料を用いた目標値の達成見込みの検証



添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の方針等

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施し
ていない

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施し
ていない

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施し
ていない

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施し
ていない

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施し
ていない

協議会の意見を踏まえて、当事業の検討を
進める。

（高質空間形成施設）
追手町音羽町線等にぎわい空間創出事業
【追手町音羽町線空間活用意見交換会】

【実施頻度】4回
【実施時期】平成28年度～平成29年度
【実施結果】追手町音羽町線の活用及び整備方針について意見を聞い
た。

詳細設計内容及び整備後の現地運営体制
等について、意見を聞いていく。

【実施頻度】6回
【実施時期】平成29年度～平成30年度
【実施結果】当該事業に直接的に関わる商店街の方々に、事業内容に
ついての意見を聞いた。

実施頻度・実施時期・実施結果実施状況

【実施頻度】1回
【実施時期】平成29年度～平成30年度
【実施結果】高質な歩道空間の創出にあたり、使用する平板ブロックの
色彩や植栽・モ ニュメントの内容・配置について検討する地元協議会を
設立・開催し地域住民の意見を取り入れた。

【実施頻度】6回
【実施時期】平成28年度～平成30年度
【実施結果】追手町音羽町線の道路再構築プラン及び空間活用検討
プラン案、社会実験について検討した。

【実施頻度】1回
【実施時期】平成29年度
【実施結果】当該事業に対する、地元の方々の意見を聞いた。

（高質空間形成施設）
呉服町通線（紺屋町地区）整備事業
【地元ワークショップの開催】

今後、必要に応じてワークショップを実施す
る。

（高質空間形成施設）
呉服町通線（紺屋町地区）整備事業
【地元代表者会議】

必要に応じて、再度意見を聞いていく。

（高質空間形成施設）
（一）高松日出線にぎわい空間創出事業
【地元協議会でのワークショップの開催】

平成30年度工事にて整備するモニュメントの
配置位置、内容についても同様に協議会を
実施し検討する予定。

（高質空間形成施設）
追手町音羽町線等にぎわい空間創出事業
【追手町音羽町線空間活用検討協議会】
（第1回～第6回）



都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の方針等

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施し
ていない

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施し
ていない

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施し
ていない

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施し
ていない

【実施頻度】毎年度1回
【実施時期】平成30年度～平成33年度
【実施結果】歴史文化施設での展示を予定している静岡市の近現代に
ついての展示を行うことで歴史文化施設建設への機運の醸成を図るこ
とができた。

【実施頻度】毎年度1回
【実施時期】平成29年度～平成33年度
【実施結果】歴史文化施設での展示を予定している東海道についての
展示を行うことで歴史文化施設建設への機運の醸成を図ることができ
た。

実施状況 実施頻度・実施時期・実施結果

【実施頻度】1回
【実施時期】平成30年度
【実施結果】歴史文化施設の建設地である旧青葉小学校において、卒
業生らによるお別れイベントを実施したことで、歴史文化施設の周知と
建設に対して市民の理解を深めることができた。

【実施頻度】1回
【実施時期】平成30年度
【実施結果】「（仮称）静岡市歴史文化施設」の活用と周辺のまちづくり
について、市民と設計者が共に考える機会を設けることで、当該施設
及び歴史文化のまちづくりに対する市民の関心を向上させることができ
た。

（高次都市施設）
静岡市歴史文化施設（ビジターセンター）
（中心拠点誘導施設）
静岡市歴史文化施設（教育文化施設）
【静岡発近代日本のはじまり】

2021年度の開館まで毎年テーマを決めて展
示を実施していく予定。

（高次都市施設）
静岡市歴史文化施設（ビジターセンター）
（中心拠点誘導施設）
静岡市歴史文化施設（教育文化施設）
【おかえりなさい東海道図屏風】

2021年度の開館まで毎年テーマを決めて展
示を実施していく予定。

（高次都市施設）
静岡市歴史文化施設（ビジターセンター）
（中心拠点誘導施設）
静岡市歴史文化施設（教育文化施設）
【青葉小学校舎メモリアルイベント「うまれ
かわりの文化祭」】

予定なし。

（高次都市施設）
静岡市歴史文化施設（ビジターセンター）
（中心拠点誘導施設）
静岡市歴史文化施設（教育文化施設）
【歴史文化施設を核としたまちづくりワーク
ショップ及びパネルディスカッション】

予定なし。



添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

ⅰ．体制構築に向けた取組内容 ⅱ．まちづくり組織名：組織の概要
予定どおり実施した ●
予定はなかったが実施した
モニタリング時点では実施し
ていない
予定どおり実施した
予定はなかったが実施した
モニタリング時点では実施し
ていない

実施頻度・実施時期・実施結果

都市再生整備計画に登載し、道路上に民設
店舗を設置する予定

追手音羽町線空間活用検討協議
会

現況調査、事例調査、社会実験、
アンケート調査等

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

構築状況 今後の方針等

（高質空間形成施設）
追手町音羽町線等にぎわい空間創出事業
【追手町音羽町線にぎわい空間創出検討
調査】



（３） 効果発現要因の整理

添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

添付様式４－②　効果発現要因の整理

種別
指標改善

への
貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

提案事業

- - -

- - -

- - -

- ○ ○

- - -

- - -

- - -

- - -

- ◎ ◎

　「歴史的価値のみがきあげ」
や「中心市街地のにぎわいや
魅力の創出」を目的とした現計
画の事業を着実に遂行する。
　安全で快適な歩行空間の創
出にあわせた道路空間の新規
活用及び今まで実施してきたイ
ベントを引き続き実施していく。

　「歴史的価値のみがきあげ」
や「中心市街地のにぎわいや
魅力の創出」を目的とした現計
画の事業を着実に遂行する。

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献している。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献している。
　△ ：完成直後又は事業開始直後のため、効果の発揮に至っていな
い。
  × ：事業が完成したが、期待通りの効果を発揮していない。
　－ ：評価できない。

-1： 未着手又は事業中のため評価できない、
-2： 事業と指標とに関係がないので評価できない

今後の方針等

　「歴史的価値のみがきあげ」
や「中心市街地のにぎわいや
魅力の創出」を目的とした現計
画の事業を着実に遂行する。
　歴史文化施設等の事業完成
イメージを市民と共有する取り
組みを図る。
　市の歴史文化に関連した各
種事業・イベント等を今後も引
き続き行っていく。

高質空間形成施設　呉服町通線（紺屋町地区）整備事業 　各事業が事業中若し
くは、事業着手直後で
あるため、目に見えた
効果が発現していな
い。

　各事業が事業中若し
くは、事業着手直後で
あるため、目に見えた
効果が発現していな
い。
　数値目標は達成して
いないものの、従前値
よりも数値は増加して
いることから、本地区
における求心性は増加
しているものと考えられ
る。

基幹事業

関連事業

（市）七間町通線舗装構成のあり方検討事業

高質空間形成施設　追手町音羽町線等にぎわい空間創出事業

高質空間形成施設　（一）高松日出線にぎわい空間創出事業

高次都市施設　静岡市歴史文化施設（ビジターセンター）

中心拠点誘導施設　静岡市歴史文化施設（教育文化施設）

　各事業が事業中若し
くは、事業着手直後で
あるため、目に見えた
効果が発現していな
い。
　指標の数値は従前値
よりも減少している。そ
の要因の一つには、各
事業の効果イメージ等
が市民に広く伝わって
いないことが考えられ
る。

市街地再開発事業

静岡七間町地区優良建築物等整備事業

駿府城公園周辺魅力向上事業

静岡都心地区魅力空間創出事業

旧青葉小学校解体事業

事業効果測定調査

駿府城公園再整備事業

都心まちづくり推進事業

指　標　名
歴史・文化などの地域資源が
活かされていると思う市民の割
合

中心市街地はにぎわいや魅力
が増したと感じる市民の割合

歩行者通行量

事業名・箇所名 総合所見 総合所見 総合所見 総合所見

名称等 検討メンバー 実施時期 担当部署

駿府ふれあい地区部会
（上記推進本部の下部組織）

部会長：市街地整備課長
部会員：歴史文化課長、都市計画課長、道路保全課
長、駿河道路整備課長

第1回：平成30年  9月 5日
第2回：平成30年10月25日

都市局　都市計画部　市街地整備課

指標の種別 指標１ 指標２ 指標３

静岡市都市再生整備計画事業推進本部

本部長：都市局都市計画部長
本部員：総務局危機管理総室長、企画局次長、財政局
財政部長、市民局次長、観光交流文化局次長、環境局
次長、保健福祉長寿局健康福祉部長、子ども未来局次
長、経済局商工部長、都市局建築部長、建設局土木部
長、建設局道路部長、消防局消防部長、上下水道局下
水道部長、教育委員会事務局教育局次長

第1回：平成30年10月 9日
第2回：平成30年11月 8日

都市局　都市計画部　都市計画課



（４） モニタリングの所見

添付様式５－①　まちの課題の変化

交付期間中に発生した
新たな課題

交付期間中に解決すべき
残された課題

　事業は確実に進めているが、モニタリング時の
アンケート結果から、まちの課題の改善に向け
た取り組みが市民に浸透していない可能性があ
る。

　歴史文化施設等を交付期間内に確実に完成させる。
　市の歴史文化に関連する各種事業、イベント等を継続
して行う。

　歴史的文化施設や道路空間等の整備を交付期間中
に確実に完成させる。
　道路空間等の利活用に向けた検討を引き続き行う。

　歴史文化施設や道路空間等の整備を交付期間中に
確実に完成させる。
　官民協働などによる各種事業・イベント等を今後も継
続して行う。

　協議会の開催や地元住民との意見交換を今後も継続
して行い、今後も引き続き市民参加の機会を設ける。

事業前の課題
都市再生整備計画に記載

したまちの課題

歴史的な名所の核づくり

誰もが安心してアクセスし回遊できる
道路交通環境の充実

まちなかの更なる魅力向上

モニタリングの時点で達成されたこと
（課題の改善状況）

静岡都心エリアに相応しい賑わいの
創出

　静岡市歴史文化施設建設事業等、にぎわい
を創出する施設の整備に向けて設計等に取り
組んだ。
　関連事業等の取り組みにより、歩行者の通行
量の増加や新たなまちのにぎわい（イベント等）
が創出されている。

　歴史的な名所の一つとなる静岡市歴史文化
施設建設事業において、より効果的で魅力的な
建物を提案する事業者を公開プレゼンテーショ
ンを用いたプロポーザル方式で選定した。
　市民参加のWSやプレイベントを開催し、市民
意識の醸成を図り、歴史的な名所の核づくりに
向けた事業を実施した。

　安心で回遊できる道路環境の整備として設計
を進め、課題の改善に向けた協議会やWSを開
催した。

　協議会に諮りながら各事業に取り組むなど、
市民レベルでのまちづくりの魅力強化が進めら
れている。



添付様式５－②　総合所見・今後の事業の改善点

順調 ●

計画・事業の進め方の
改善が必要

内容

今後の事業の改善点

－

　各事業が未完であることから、アンケート結果により世代や居住先を問わず「歴史・
文化のまちづくり」や「中心市街地の魅力・にぎわい」が感じられない意向が示された
ため、今後各事業において、様々な情報媒体（広報誌、HP・SNS、屋外掲示等）を用
いて、事業進捗や事業完了後のまちの変化について、幅広く情報発信を行う。

　事業が確実に進んでいることや、
各事業の完了に伴い目標の達成が
期待されることから、「順調」と判断す
る。

総合所見

　整備後の施設・空間の活用に向け
た取り組みの実施

具体的項目

都市再生整備計画
の見直しの必要性

　「歴史文化のまちづくり」や「中心市
街地の魅力・にぎわい創出」に向けた
取り組みについての積極的な情報発
信

－

　整備した施設・空間を活用し、更なるにぎわい創出とまちの魅力を向上させるため、
活用主体となる市民や団体（商店街・民間事業者・都市再生推進法人等）と協力体制
を築く。
　また、市民活動団体等に向けてイベント等で活用できる空間として広く情報提供を
行う。

事業の進め方の工夫

－ －



（５） モニタリング原案の公表

添付様式6　モニタリング原案の公表

公表方法 具体的方法 公表期間・公表日 意見受付期間 意見の受付方法 担当部署

インターネット 市のホームページに記載
平成30年11月22日（木）～
平成30年12月25日（火）

平成30年11月22日（木）～
平成30年12月25日（火）

広報掲載・回覧・個別配布
広報に市のホームページで原
案を公表している旨を掲載

平成30年11月１日発刊
広報11月号

平成30年11月22日（木）～
平成30年12月25日（火）

説明会・ワークショップ
地区内で実施した事業説明会
等において原案を公表してい
る旨を説明

平成30年11月22日（木）～
平成30年12月25日（火）

平成30年11月22日（木）～
平成30年12月25日（火）

その他
市街地整備課窓口及び各区
庁舎市政情報コーナーにおけ
る閲覧

平成30年11月22日（木）～
平成30年12月25日（火）

平成30年11月22日（木）～
平成30年12月25日（火）

住民の意見

パブリックコメント（意見
公募手続き）にて実施

郵送、ファクシミリ送
信、電子メール及び市
役所市街地整備課へ
直接持参

都市局　都市計画部
市街地整備課

全18件の意見を頂きました。以下代表意見を記載します。
【都市再生整備計画について】
・主にどのような人々による賑わいを想定しているのかを明確にしてください。
⇒（市からの回答）中心市街地に居住、来街する全ての人による賑わい創出を想定しています。また、中間評価の市民アンケートにおいて、
「あなたにとっての『にぎわいや魅力あるまち』とは何ですか？」という質問に対し、「目的地（行きたい場所）がたくさんある」、「人がたくさんい
る」という意見が多くを占めました。今回の都市再生整備計画の事業を推進することにより、新たな魅力ある場所の創出や中心市街地に人を
呼び寄せることに繋がり、その結果市民が感じる「賑わい」が創出されるものと考えています。
・今後の事業を進める際には、完成イメージ図を現地に掲示するなどを行うと、市民への情報発信にも繋がる。
⇒（市からの回答）呉服町通線や追手町音羽町線の整備は、2019年から工事に着手する予定です。今後工事を行う際などに、仮囲いに完成
イメージのパネルを展示するなど事業の周知に努めていきます。

【歴史文化施設について】
・静岡市歴史文化施設については、丁寧に資料を添えてください。また来館者数の見込みや来館者数のうちの市外・県外・海外の割合などを
的確に明示してください。その上で、将来にわたって市民が負担する可能性のある費用も併記してください。
⇒（市からの回答）①施設の詳細は「歴史文化のまち静岡さきがけミュージアム」でも随時発信していますので、そちらをご覧ください。
（http://www.shizuoka-bunkazai.jp/project/）②平成24年度に作成した「静岡市立歴史博物館関連調査報告書」の入館者数推計では、年間13
～18万人となっています。また、駿府城跡天守台発掘調査現場の「発掘情報館きゃっしる」での来場者の割合は、市内約３割、市外約２割、県
外（海外を含む）約５割程度となっているため、歴史文化施設の来館者も同程度の割合であると想定しています。③施設の運営に係る経費
は、人件費、事業費、施設管理費、修繕費、資料購入費などとなります。入場料などで一部はまかないますが、不足する分は市の予算で対
応することになります。



住民の意見

【道路交通環境の整備について】
・目標を掲げるときに、整備するのはハードのみでは不十分で、行政の垣根を超えたルール変更が不可欠です。
⇒（市からの回答）都市再生整備計画では、「多彩な交流と活動を支える道路交通環境の充実」を掲げています。道路整備に関する事業で
は、道路の緑化や照明灯、ベンチ等を設置するほかに、道路空間をイベントや店舗の出店先として利用できるよう、ソフト面における利活用も
踏まえて事業を推進しています。いただいたご意見のとおり、整備後の道路を利用しやすく、官民での柔軟な日常管理ができるように、エリア
マネジメントの考えを取り入れ、関係部署との連携を図るように調整していきます。
・（一）高松日出線のガス灯整備に合わせ、駅南森下学区に人が集まるようなイベントを考えたい。また、道路中央緑地帯の整備やモニュメン
トの設置もお願いしたい。
　⇒（市からの回答）いただいたご意見のとおり、道路等の公共空間を活用したイベントの実施はまちの賑わいや活性化につながります。公共
空間を活用したイベントの実施を検討する際には、「エリアマネジメントガイドライン」（市都市計画課発行）を参考にしてください。また、モニュメ
ントの設置や道路中央緑地帯については、まちづくりの担い手である沿線自治会の皆様のご意見も伺いながら整備について検討を進めてま
いります。

【中心市街地の活性化施策について】
・活性化の担い手としての民間事業者の進出などを積極的に促す事業や施策を加えてください。
⇒（市からの回答）街なかの活性化にあたっては民間活力導入が重要であることから、大型商業施設の街なかへの投資を喚起する大店立地
法特例区域指定や街なかの賑わい創出を目的とした民間団体等の活動支援などを、本計画の上位計画である中心市街地活性化基本計画
に位置付け、民間活力も含めた街なかの活性化を目指しております。また、都市再生整備計画では、行政によるハード整備だけではなく、整
備後は、民間事業者のノウハウを活かした、イベントなどのソフト事業も併せて計画しており、官民連携による賑わいの創出を進めていきま
す。今後も両計画を推進することで公共事業と民間事業を合わせた中心市街地の活性化を目指してまいります。



（６） 有識者からの意見聴取

添付様式７　有識者からの意見聴取

実施時期 担当部署

平成31年1月31日（木）
都市局　都市計画部
都市計画課

有識者の意見

意見聴取した有識者名・所属等

日詰一幸（静岡大学人文社会科学部長）
室田昌子（東京都市大学環境学部環境創生学科教
授）
松本亨（技術士）

【質疑応答】
・呉服町通り線の整備における完成イメージや工事実施時期について
⇒（市からの回答）呉服町通り線は老朽化に伴い、歩道や車道、側溝、街路灯等のほか、地下道上屋の再整備を行います。工事は
H31年2月～12月を予定しています。道路工事は夜間を予定しています。
・歴史文化施設は一体の建物だが、整備計画上「教育文化施設」と「ビジターセンター」に分けている理由について
⇒（市の回答）２つのエリアは一体の建物だが、それぞれが担う目的や機能が違うため補助メニューが異なることから、整備計画上分
けて記載しています。「教育文化施設」は家康公などの展示や重要資料の収蔵を行うエリアであり、「ビジターセンター」は市民活動を
支援するエリアと歴史観光拠点となるエリアです。
・駿府ふれあい地区で行われているイベント等の情報発信の方法について
⇒（市の回答）広報しずおかや各事業の中でのチラシ、パンフレットの配布や電子媒体（市のHP、インスタグラムなどのSNS）による情
報発信を行っています。
・交付期間中に発生した新たな課題（事業の効果イメージが市民に十分に伝わっていない）に対する市の考え（解決策等）について
⇒（市の回答）既存の情報発信ツール（広報誌や電子媒体）を活用するとともに、工事現場の仮囲い等目に触れやすい場所に事業内
容等についてパネルを展示することにより、偶然現場を通りがかった方にも事業完成イメージや効果を伝えていきたいと考えています。
・指標２に関連して、「まちの賑わいや魅力が増した」と感じるかどうかに対する回答の年齢ごとの比較等について
⇒（市の回答）「まちの賑わいや魅力が増した」と感じるかどうかについて年齢別で分析し、比較したところ、特に特徴的な傾向は見られ
ませんでした。しかし、現時点で「まちのにぎわいや魅力が増した」と感じている人は、どの年齢層においても「イベントが多数行われて
いる」ことがまちの賑わいや魅力を感じる要素として挙げられています。一方、現時点で「まちの賑わいや魅力が増した」と感じていない
人は、どの年齢層においても「憩いの場がある」ことがまちの賑わいや魅力を感じる要素として挙げられているほか、高齢者からは「移
動が楽である」ということもまちの賑わいや魅力を感じる要素として挙がっています。計画している事業では、休憩施設や安全な歩行空
間等を整備する予定のため、分析から得られた結果も参考に、市民の方のニーズに応えていきたいと思います。
【その他意見】
・外国や市外から来た方に対する情報発信の方法も考えていかれると良いと思います。
・地元の方や若い方を巻き込んだワークショップや啓発的なディスカッションの取り組みは良いです。今までこのような場に参加しな
かった層も掘り起こし、まちづくりに対する興味関心を醸成することが大切だと思います。
















